
目

次

規

則

○
青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqq（
総
務
学
事
課
）
…
一

○
青
森
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqq（
税

務

課
）
…
一

○
青
森
県
営
農
大
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（
構
造
政
策
課
）
…
二

○
国
民
健
康
保
険
の
県
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則

を
廃
止
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
高
齢
福
祉

保

険

課
）
…
三

告

示

○
青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
第
四
十
一
条
第
一
項
の
事
業
者
が
個
人

情
報
を
取
り
扱
う
際
に
準
拠
す
べ
き
指
針
の
一
部
改
正
qqqqqqqqqqqqqqq（
総
務
学
事
課
）
…
三

人
事
委
員
会

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
七
（
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
職

員

課
）
…
四

○
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
七
〇
（
災
害
応
急
作
業
等
手
当
）
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
五

規

則

青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
九
号

青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
五
月
青
森
県
規
則
第
五
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
を
第
七
条
と
し
、
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
条
の
次
に
次

の
二
条
を
加
え
る
。

（
個
人
識
別
符
号
）

第
二
条

条
例
第
二
条
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
は
、
行
政
機

関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八

号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
要
配
慮
個
人
情
報
）

第
三
条

条
例
第
二
条
第
六
号
の
規
則
で
定
め
る
記
述
等
は
、
政
令
第
四
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の

い
ず
れ
か
を
内
容
と
す
る
記
述
等
（
本
人
の
病
歴
又
は
犯
罪
の
経
歴
に
該
当
す
る
も
の
を
除

く
。
）
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
十
号

青
森
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
五
月
青
森
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
犯
則
取
締
」
を
「
犯
則
事
件
の
調
査
及
び
処
分
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
に
お
い
て
準
用
す
る
国
税
犯
則
取
締
法
（
明
治
三
十
三

年
法
律
第
六
十
七
号
。
以
下
「
国
犯
法
」
と
い
う
。
）
」
及
び
「
（
科
料
に
相
当
す
る
金
額
に
係
る

通
告
処
分
を
除
く
。
次
条
第
一
項
第
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
財
団

青
森
県
報
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号
外
第
二
十
六
号

平
成
三
十
年

三
月
二
十
八
日

（
水
曜
日
）



法
人
日
本
自
動
車
査
定
協
会
」
を
「
一
般
財
団
法
人
日
本
自
動
車
査
定
協
会
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
の
三
第
一
項
第
八
号
中
「
に
お
い
て
準
用
す
る
国
犯
法
」
を
削
る
。

第
三
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
節

犯
則
事
件
の
調
査
及
び
処
分

第
十
八
条
の
見
出
し
を
「
（
領
置
物
件
等
の
封
印
の
様
式
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
国
犯
法
」
を

「
地
方
税
法
」
に
、
「
差
押
・
領
置
を
」
を
「
領
置
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
を
」
に
、

「
差
押
・
領
置
物
件
」
を
「
領
置
物
件
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
県
税
犯
則
事
件
の
取
締
り
」
を
「
県
税
に
係
る
犯
則
事
件
の
調
査
及
び
処
分
」
に

改
め
る
。

第
二
十
条
の
見
出
し
を
「
（
重
要
な
犯
則
事
件
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
県
税
に
係
る
犯
則
取
締

り
に
際
し
、
国
犯
法
第
十
一
条
に
規
定
す
る
重
要
な
る
犯
則
事
件
」
を
「
条
例
第
三
条
第
一
項
第
五

号
に
規
定
す
る
県
税
に
係
る
犯
則
事
件
の
う
ち
重
要
な
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め

る
。第

二
十
一
条
中
「
国
犯
法
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
地
方
税
法
第
二
十
二
条
の
二
十
八
第
一
項
」

に
改
め
る
。

様
式
目
次
中
「
犯
則
事
件
差
押
（
領
置
）
物
件
」
を
「
犯
則
事
件
領
置
（
差
押
、
記
録
命
令
付
差

押
）
物
件
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
の
そ
の
三
中
「犯

則
事
件
取
締
り
用

」
を
「犯
則
事
件
の
調
査
及
び
処
分
用

」
に
、

同
そ
の
三
の
表
中
「犯

則
事
件
取
締
り

」
を
「犯

則
事
件
の
調
査
及
び
処
分

」
に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
中
「⑤

－
⑥
－
⑦
－
⑧

」
を
「（
⑤
－
⑥
－
⑦
－
⑧
）

」
に
、
「⑬

－
⑭

」
を

「（
⑬
－
⑭
）

」
に
、
「㉓

－
㉔
－
㉕
－
㉖

」
を
「（

㉓
－
㉔
－
㉕
－
㉖
）

」
に
、
「㉛

－
32

」
を

「（
㉛
－
32
）

」
に
、
「40

－
41
－
42
－
43
－
44

」
を
「（

40
－
41
－
42
－
43
－
44
）

」
に
改
め
、

同
様
式
の
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

注
１
「
⑩
」
欄
、
「
⑯
」
欄
、
「
㉘
」
欄
、
「
34
」
欄
及
び
「
47
」
欄
に
記
載
し
て
い
る
額
に
つ

い
て
は
、
各
欄
の
括
弧
内
の
計
算
式
に
よ
る
計
算
後
の
額
に
100円

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
て
算
出
し
て
い
ま
す
。

２
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
横
長
と
す
る
。

第
二
十
号
様
式
中
「
差
押
領
置
」
を
「
領
置
差
押
え

記
録
命
令
付
差
押
え
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
号
様
式
中
「
か
ら
」
を
「
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
」
に
、
「
差
押
え
（
領
置
）
」
を

「
領
置
（
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
）
」
に
改
め
、
「
又
は
科
料
」
を
削
り
、
「
国
税
犯
則
取

締
法
第
十
四
条
」
を
「
地
方
税
法
第
二
十
二
条
の
二
十
八
」
に
、
「
地
域
県
民
局
長
」
を
「
青
森
県

知
事
（
地
域
県
民
局
長
）
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
前
の
青
森
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
九
号
様
式
の
規
定
に
よ
り
調
製
し
た
法
人
県
民
税
、

法
人
事
業
税
、
地
方
法
人
特
別
税
更
正
（
決
定
）
書
の
用
紙
で
現
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
当
分

の
間
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

青
森
県
営
農
大
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
十
一
号

青
森
県
営
農
大
学
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
営
農
大
学
校
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
三
月
青
森
県
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
を
削
り
、
第
十
七
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
八
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
を
一
条
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
十
三
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二
十
二
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条

を
加
え
る
。

（
入
寮
許
可
等
）

第
二
十
一
条

条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
寮
の
許
可
（
以
下
「
入
寮
の
許
可
」
と
い

う
。
）
は
、
校
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

２

入
寮
し
よ
う
と
す
る
学
生
は
、
入
寮
許
可
申
請
書
（
第
五
号
様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

入
寮
の
許
可
を
受
け
た
者
（
以
下
「
入
寮
者
」
と
い
う
。
）
は
、
光
熱
水
費
と
し
て
、
実
費
の

範
囲
内
で
知
事
が
定
め
る
額
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
退
寮
）

第
二
十
二
条

入
寮
者
は
、
卒
業
以
外
の
理
由
に
よ
り
退
寮
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
書
面
を
校
長
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

条
例
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
退
寮
命
令
は
、
校
長
が
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
号
様
式
中
「第

２
０
条

」
を
「第

１
９
条

」
に
改
め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え

る
。
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附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
民
健
康
保
険
の
県
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
十
二
号

国
民
健
康
保
険
の
県
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る
規
則

国
民
健
康
保
険
の
県
調
整
交
付
金
の
交
付
額
の
算
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
十
一
月
青
森

県
規
則
第
百
五
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

青
森
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

平
成
十
一
年
七
月
一
日
青
森
県
告
示
第
四
百
七
十
七
号
（
青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
第
四
十
一

条
第
一
項
の
事
業
者
が
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
際
に
準
拠
す
べ
き
指
針
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

第
２
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
当
該
各
号
に
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
次
に
」
に
改
め
、
第
２
の
⑴
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑴
個
人
情
報
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
い

う
。
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ア
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
（
文
書
、
図
画
、
写
真
、

フ
ィ
ル
ム
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
（
電
磁
的
方
式
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
作

ら
れ
る
記
録
を
い
う
。
）
に
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記
録
さ
れ
、
又
は
音
声
、
動
作
そ
の

他
の
方
法
を
用
い
て
表
さ
れ
た
一
切
の
事
項
（
個
人
識
別
符
号
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
他
の
情
報
と
照
合

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る

も
の
を
含
む
。
）

イ
個
人
識
別
符
号
が
含
ま
れ
る
も
の

第
２
中
⑶
を
⑷
と
し
、
⑵
を
⑶
と
し
、
⑴
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑵
個
人
識
別
符
号
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
の
う

ち
、
青
森
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
１
１
年
５
月
青
森
県
規
則
第
５
６
号
）

第
２
条
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。

ア
特
定
の
個
人
の
身
体
の
一
部
の
特
徴
を
電
子
計
算
機
の
用
に
供
す
る
た
め
に
変
換
し
た

文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の

イ
個
人
に
提
供
さ
れ
る
役
務
の
利
用
若
し
く
は
個
人
に
販
売
さ
れ
る
商
品
の
購
入
に
関
し

割
り
当
て
ら
れ
、
又
は
個
人
に
発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド
そ
の
他
の
書
類
に
記
載
さ
れ
、
若
し

く
は
電
磁
的
方
式
に
よ
り
記
録
さ
れ
た
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で
あ
っ
て
、

そ
の
利
用
者
若
し
く
は
購
入
者
又
は
発
行
を
受
け
る
者
ご
と
に
異
な
る
も
の
と
な
る
よ
う

に
割
り
当
て
ら
れ
、
又
は
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定
の
利

用
者
若
し
く
は
購
入
者
又
は
発
行
を
受
け
る
者
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

第
２
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑸
要
配
慮
個
人
情
報
本
人
の
人
種
、
信
条
、
社
会
的
身
分
、
病
歴
、
犯
罪
の
経
歴
、
犯
罪

に
よ
り
害
を
被
っ
た
事
実
そ
の
他
本
人
に
対
す
る
不
当
な
差
別
、
偏
見
そ
の
他
の
不
利
益
が

生
じ
な
い
よ
う
に
そ
の
取
扱
い
に
特
に
配
慮
を
要
す
る
も
の
と
し
て
青
森
県
個
人
情
報
保
護

条
例
施
行
規
則
第
３
条
に
規
定
す
る
記
述
等
が
含
ま
れ
る
個
人
情
報
を
い
う
。

第
５
の
２
中
「思

想
、
信
条
及
び
宗
教
に
関
す
る
個
人
情
報
並
び
に
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
個
人
情
報

」
を
「要

配
慮
個
人
情
報

」
に
改
め
る
。

人

事

委

員

会

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
七
（
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
七
（
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
二
七
（
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
十
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六

号
）
第
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
を
い
う
。
）
が
あ
っ
た
場
合
に
対

処
す
る
た
め
の
作
業
で
次
に
掲
げ
る
も
の

ア

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
九
項
に
規
定
す
る
緊
急
事
態
応
急
対
策
実
施

区
域
に
所
在
す
る
原
子
力
事
業
所
の
う
ち
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
（
イ
に
お
い
て
「
特

定
原
子
力
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
敷
地
内
に
お
い
て
行
う
作
業

イ

特
定
原
子
力
事
業
所
に
係
る
本
部
長
指
示
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指
示
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
た
区
域
等
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る

区
域
に
お
い
て
行
う
作
業
（
ア
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

第
五
条
第
十
五
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三

第
二
条
第
十
一
項
第
三
号
ア
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
原
子
炉
建
屋
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る

も
の
に
限
る
。
）
内
に
お
い
て
行
う
も
の

四
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事
委
員

会
が
定
め
る
額

四

第
二
条
第
十
一
項
第
三
号
ア
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
前
号
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

二

万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額

五

第
二
条
第
十
一
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
作
業

一
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事

委
員
会
が
定
め
る
額
（
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
作
業
に
従
事

し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
額
に
そ
の
百
分
の
百
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事
委
員

会
が
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
）

第
五
条
中
第
十
九
項
を
第
二
十
項
と
し
、
第
十
六
項
か
ら
第
十
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
十
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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警
察
職
員
が
、
著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
で
あ
っ
て
、
当
該
非
常
災
害
に
係
る
災
害

対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

緊
急
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
も
の
（
東
日
本
大
震
災
を
除
く
。
）
に
対
処
す
る
た
め
第
二

条
第
十
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
作
業
に
引
き
続
き
五
日
を
下
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事
委

員
会
が
定
め
る
期
間
以
上
従
事
し
た
場
合
に
お
け
る
前
項
第
一
号
（
同
号
括
弧
書
き
に
規
定
す
る

額
が
加
算
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
八
百
四
十
円
」
と

あ
る
の
は
「
千
六
百
八
十
円
」
と
す
る
。

附
則
第
二
項
第
二
号
中
「
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）

第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指

示
（
以
下
「
本
部
長
指
示
」
と
い
う
。
）
」
を
「
本
部
長
指
示
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
七
〇
（
災
害
応
急
作
業
等
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
三
十
年
三
月
二
十
八
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
七
〇
（
災
害
応
急
作
業
等
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
七
〇
（
災
害
応
急
作
業
等
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
業
務
」
を
「
業
務
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
の
四
十
四

第
二
号
」
を
「
第
十
七
条
の
四
十
四
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
六
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
の
定
め
る
作
業
は
、
次
に
掲
げ
る

作
業
と
す
る
。

一

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
十
七
条
第
九
項
に

規
定
す
る
緊
急
事
態
応
急
対
策
実
施
区
域
に
所
在
す
る
原
子
力
事
業
所
の
う
ち
人
事
委
員
会
が

定
め
る
も
の
（
次
号
に
お
い
て
「
特
定
原
子
力
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
敷
地
内
に
お
い
て
行

う
作
業

二

特
定
原
子
力
事
業
所
に
係
る
本
部
長
指
示
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指
示
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
に
基
づ
き
設
定
さ
れ
た
区
域
等
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
区
域

に
お
い
て
行
う
作
業
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

第
四
条
第
一
号
中
「
次
の
各
号
」
及
び
「
当
該
各
号
」
を
「
次
」
に
、
「
あ
つ
て
は
」
を
「
あ
っ

て
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
次
の
各
号
」
及
び
「
当
該
各
号
」
を
「
次
」
に
改
め
、
同
号
⑵

中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
六
号
に
規
定
す
る
作
業
に
従
事
し
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
作
業

に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
に
応
じ
、
次
に
定
め
る
額
と
す
る
。

⑴

前
条
第
三
項
第
一
号
の
作
業
の
う
ち
原
子
炉
建
屋
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）
内
に
お
い
て
行
う
も
の

四
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事
委
員
会
が
定

め
る
額

⑵

前
条
第
三
項
第
一
号
の
作
業
の
う
ち
⑴
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の

二
万
円
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額

⑶

前
条
第
三
項
第
二
号
の
作
業

一
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事
委
員
会
が
定

め
る
額
（
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
額
に
そ
の
百
分
の
百
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事
委
員
会
が
定

め
る
額
を
加
算
し
た
額
）

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
第
十
七
条
の
四
十
三
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
職
員
が
、
著
し
く
異
常
か
つ

激
甚
な
非
常
災
害
で
あ
っ
て
、
当
該
非
常
災
害
に
係
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律

第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た

も
の
（
東
日
本
大
震
災
を
除
く
。
）
に
対
処
す
る
た
め
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
作
業
に
引
き

続
き
五
日
を
下
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
期
間
以
上
従
事
し
た
場
合
に
お

け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
六
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
九
百
円
」
と
し
、

同
項
第
一
号
⑴
中
「
三
百
円
」
と
あ
る
の
は
「
六
百
円
」
と
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
第
三
号
」
の
下
に
「
ま
で
」
を
加
え
、
「
規
則
第
四
条
」
を
「
第
四
条
第
一

項
」
に
、
「
同
条
第
一
号
⑴
」
を
「
同
項
第
一
号
⑴
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
第
二
号
中
「
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）

第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指

示
（
以
下
「
本
部
長
指
示
」
と
い
う
。
）
」
を
「
本
部
長
指
示
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
削
る
。
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附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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